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研究成果の概要（和文）：　本研究は、20世紀初頭のメディア文化として、日本の少女雑誌を取り上げ、そこに見られ
るロシア表象の特徴を少年雑誌の場合を視野に入れつつ明確にした上で、近代のジェンダー化されたテクストとしての
ロシア表象をめぐるパラダイムについて考察したものである。日本のメディア文化が経験した、異文化表象を成立させ
る枠組みの構築及びその再生産の構造を、日露関係の視点から明らかにすることをめざした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to reveal the paradigm in which the representation of Russia in J
apanese printed media in the early 20th century. The examination iinvolved the comparative analysis of fro
m the viewpoint of Russian and Japanese girls' and childrens' magazines. The main finding was that the cul
tural images each country had of the other, and which were represented at the intersection of Orientalism 
and the prevailing gender norms within the Japanese and Russian girls' media.
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１． 研究開始当初の背景 
 本研究代表者は、2001 年度（平成 13 年度）
より、メディアにおける異文化表象の比較文
化的研究に取り組んでいた。 
この問題をさらに深化させるため、2014

年現在までの間、ロシア文化における表象と
しての日本および日本人や、日本文学におけ
る表象としてのロシアおよびロシア人につ
いて、戦争や女性表象と関連づける試みを続
けてきた。 
その過程で、日露双方の異文化へのまなざ

しを明示化するとともに、それらがいかなる
異文化形象化のモデルを生み出し機能させ、
また保持し変化させようとしていたのか、そ
こに潜む力学を理論的に検証する必要性を
強く意識するに至った。 
考察の結果、オリエンタリズムの正当化・

強化と、男性本位の性規範の軍事化が、言説
にも視覚的にも典型的にあらわれる戦争に
おいて、「日本人」と「ロシア人女性」が担
わされたジェンダー規範が、軍事的なものへ
と変換され構造的に組み込まれ大衆に消費
されていったことを確認した。 
しかしながら、ここでの考察は、成人を読

者対象とする活字文化に限定されたもので
あった。個人において異文化イメージが形成
されるにあたり、児童期に受けたメディアか
らの影響は看過できないのではないかと認
識した。また、児童向けのメディアにはより
明確な特徴を持つ異文化表象が見出される
のではないかとの仮説を立てるに至った。 
よって、これまでに得られた研究成果を児

童文化に限定し深化させ、日本のメディア文
化における戦争・ジェンダー・異文化表象の
相互関連性の問題を中心に、発展的に継承さ
せていくこととした。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、少女雑誌や児童雑誌に媒介さ
れた「ロシア」や「日本」をメディア・テク
ストから抽出し、それらを生み出すメディア
生産の構造を浮上させ、オーディエンスとし
ての読者共同体がいかにメディア・イメージ
としての「ロシア」や「日本」の形成に関与
していたかについて検討するための土台を
築くことを目的とする。 
 研究の骨子として、特に、次の 3 点を定め
る。 
 
① 20世紀初頭の少女の雑誌メディア文化を

取り上げ、そこに見られるロシア表象の
特徴を、少年雑誌におけるロシア表象を
念頭に置きつつ明確にする。 

② (1)をふまえたうえで、近代のジェンダー
化されたテクストとしてのロシア表象を
めぐる諸問題について考察する。 

③ 同時期のロシアの児童雑誌も視野におさ
めつつ、近代日本の異文化表象を成立さ
せるフレーム（枠組み）の構築の様相を

確認するための事例を提示する。 
 

少年雑誌の刊行が日清戦争と同時代的な
展開を見せたのに対し、明治期の少女雑誌の
登場は、女子教育の進展や日露戦争前夜と機
を一にしていることからも、戦争とジェンダ
ー、メディア、異文化表象の諸要素がそれぞ
れ密接な相互関連性を持つことが指摘され
よう。 
そうしたメディア・テクストからロシア像

を浮上させ、こうした「ロシア」を生み出し、
受容し、また再生産する時代的・社会的条件
といったメディア生産の構造にも目を向け、
オーディエンスとしての少女読者共同体が、
受容したロシア像からいかにメディア・イメ
ージとしての「ロシア」を立ち上げていった
かを問題化することが、本研究の目的である。 
 
 

３．研究の方法 
(1) 一次資料（雑誌）の分析にあたっては、 

ジェンダー・アプローチによるメディア理
論の先行研究をもとに、①メディア・テク
スト、②メディア生産、③オーディエンス
といった、三つのレベルに分けて考える。
①メディア・テクストについては、日本の
少女雑誌によるロシア像の編成を中心に、
量的分析を行ったうえで、メディア・テク
ストの領域における国民国家の形成と戦
争、ジェンダー、教育、異文化表象の関係
性を確認する。確認にあたっては、収集し
た資料を「御伽噺」や「実録」等のカテゴ
リー別に分類し、頻出キーワードを抽出す
るとともに、少年雑誌との比較を行い、少
女雑誌の空白部分を明示化する。 

 
(2) (1)で得られた成果をもとに、②メディア
生産の場に関連して質的な面からディス
コース分析を行い、日本の雑誌文化におけ
る異文化表象のフレーム構築をイデオロ
ギー分析の見地より考察する。異文化の形
象化の一形態であるロシア像が、少女雑誌
というメディア・テクストにおいていかな
るフレーム（枠組み）を形成しているかに
注目する。また、少年雑誌の場合と見比べ
ることによって、少女雑誌というジェンダ
ー化されたメディア・テクストでは、どの
ような特徴および相違が見られるかにつ
いて明らかにする。その際、ロシアの児童
雑誌のケースにも目配りする。 

 
(3) ③オーディエンスの視座から読者投稿欄
等に見られる文化表象を抽出し、キーワー
ドやディスコースを分析していくことに
よって、雑誌メディアの読者共同体におい
てロシアの文化表象を生み出すフレーム
が再生産される構造を明らかにする。さら
に、それらを比較検討したうえで、今後の
理論化への糸口を見出す。 

 



 
４．研究成果 
(1) [成果] 

①本研究代表者が過去に集積した、日露戦
争期のデータの再検証を行い、特に日
露戦争後から第二次世界大戦時までの、
ロシア関連用語を含むデータを補充し
た。大阪国際児童文学館所蔵の資料分
については網羅できたと考えられ、当
初計画していたデータの充実が達成で
きた。整理したデータについては、図
表化などわかりやすい形式に整え、関
係者の了承を得たうえで、資料として
今後公表したいと考えている。 

 
②①で得られた成果から、特に日露戦争期

が、日本の少女雑誌におけるロシア表象
を考察するうえで、変化が大きく、ジェ
ンダー化も顕著であることがわかった。
よって、この時期のデータを精査し、カ
テゴリー別に分類した、頻出ワードを
抽出した。日露戦争器の日本及びロシ
アにおいて、ロシア及びロシア人表象、
女性表象の分析を関連づけることによ
って、異文化（他者）の形象化にあた
り、どのような規範が機能しているか
について考察した。そして、国家間の
政治的力学の強い支配下で形成された
異文化表象が、ジェンダーの問題と複
雑に絡み合いながら編成されていくこ
とを具体的に提示しようとした。この
成果の一部は 論文「日露戦争期の少女
雑誌における領域としての<ロシア>」
（『文学部論叢』103号、2012年）とし
て公表されている。 

 
③ ②で取り上げた少女雑誌の一つであ

る「少女界」との比較対象として、
同時期に刊行された、青少年向けの
「少年界」及び「軍事界」における
ロシア表象について、さらなる分析
を行った。その際、「軍事界」に掲
載された、トルストイの児童文学の
戦争物『コーカサスのとりこ』が翻
訳・改変されていることが判明した。
日露戦争前後に増加する、ロシア文
学（児童文学含む）の翻訳の流れを
概括したうえで、『コーカサスのと
りこ』の位置づけを明らかにした。
この問題を取り上げた先行研究は、
管見の限り確認されない。この派生
的な研究成果については、日本児童
文学学会第52回研究大会のラウンド
テーブル「児童文学と戦争・平和」
において、「〈フロンティア〉文学
としてのトルストイ『コーカサスの
とりこ』」と題する口頭発表の形で
公表した。 
 

④ 研究を進める過程で、少女雑誌にお

けるロシア表象を考える際、書き手
の「解釈」や「書き換え」という、
いわゆる「翻訳」行為が強く作用す
るとの知見を得た。これをもとに、
当時のロシア文学の翻訳がいかにな
されていたのか、そしてそれが読者
にどのように受容されたのか、また
翻訳のあり方をめぐっていかなる議
論が交わされていたのか、について
考察した。わけてもロシア文学の女
性翻訳者として瀬沼夏葉を、男性翻
訳者として馬場孤蝶、小山内薫を取
り上げ、原文と翻訳文との比較や彼
らの翻訳論に対する検討をジェンダ
ーの観点からも行った。これに関し
ては、論文「境界の諸相 : 瀬沼夏葉
の翻訳文学をめぐって」（『国文学
攷』第215号、 2012）、論文「小山
内薫の自由劇場：「模倣」と「創作」
の間で」（『近代文学試論』第50号、
2012年）,及び論文「翻訳者の介入―
ロシア文学の翻訳をめぐる二つの議
論」（『日本研究教育年報』17、  
2013）として公表した。これらの成
果から、当時の「翻訳」力学が、少
女雑誌のロシア表象の編成に作用し
たのではないかとの仮説を導き出し
た。 

⑤ 上記の研究成果のうち、特に②に関 

連する成果を、国際的な場で、ロシ

ア等の研究者に公表したいと考え、

ロシア語論文“ Образ России в 

японском журнале для девушек в 

начале XX в.”( The Images of Russia 

in the Japanese Girl’s Magazine in  
the Early 20th Century)としてまとめ、
Hiroshima Interdisciplinary Studies in 
the humanities, vol. 11 (Mar. 2013) に
掲載された。 

 
(2) [研究上の意義] 

①本研究は、各領野の先行研究をふまえつ
つ、これまで研究対象として周縁におか
れてきた日本の少女雑誌やロシアの児
童雑誌といった雑誌メディア文化にお
ける戦争・ジェンダー・異文化表象の相
互関連性に立脚している。 

②本研究の特色は、メディアとジェンダー、
メディアと異文化表象、戦争とメディア、
戦争とジェンダーというように、従来の
研究においてユニット別に扱われる傾
向にあったテーマを有機的に連関させ
た点にある。 

 
(3) [位置づけと今後の課題] 

①異文化イメージ論やジェンダー研究の
分野の研究史に、新たな見解と理論的視



座を提供する可能性が見出せる。 
②雑誌メディア文化における戦争・ジェン
ダー・ロシア表象についての関連性の考
察を、日本の社会文化のパラダイム全般
の議論へと必要な手続きを経た上で敷
衍していくことができれば、異文化受容
をめぐる地域研究としての展望も開か
れることが期待される。 

③本研究には、日露間の政治的・文化的力
学も反映されている。よって、本研究を
ロシアの日本学、日本のロシア学、さら
に異文化理解の議論へと発展させてい
くためには、文学研究や日露交渉史等の
諸研究と連結させた視点から、学際的な
研究データが必要とされるであろう。 
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